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〔表題〕　有島武郎のヨーロッパ紀行㈲
〔梗概〕　前年度に引続いて，有島武郎のヨーロッパ紀行
における足跡を研究し，その成果を「明治大学教養論
集」251号に「有島武郎のヨーロッパ紀行㈲」として発
表した。その概要は次の通りである。
個人研究概要報告
　有島のヨーロッパ紀行はパリ，ロンドンの滞在を以て
終りを告げることになるが，これまでと異なり，この両
都滞在の記録はかんじんの日記が断片的にしか残ってい
ないので，他の資料によって補うことになった。その概
要は次の通りである。
　パリの滞在期間は約20日間であるが，有島はパリに対
して快い思いを抱いてはいない。到着早々からパリ生活
の不快感を表明しているし，後には都会と田園を対比し
て，自然に包まれた田園を讃美すると共に，人工的な都
会を呪誼している。有島のパリ体験に何が起ったのか，
その真の原因は知る由もないが，想縁出来ることは，ル
ーヴル美術館などでミレーの絵に接して強烈な感動を受
けたことによる影響があるのではないかということであ
る。そのことは帰国後に書いた長大な「ミレー礼讃」な
る評伝によっても証されるのである。その中でミレーの
意義を感動こめて述べているが，やはり都会的文化の罪
過を徹底的に批判し，ミレーの自然に対する態度を称揚
しているのである。
　そのミレーに勝るとも劣らず深甚な感動を与えられた
のはロダンであった。帰国後有島は「白樺」などにロダ
ンに関するいくつかの文章を書いているが，とりわけ
「叛逆老」なる評論では，ロダンを中世ゴシック精神復
活の潮流の中に位置づけ3現代文明の叛逆者と規定して
いる。ある意味で有島のヨーロッパ芸術観の総決算とも
言えるのである。
　約1ケ月間滞在したロンドンでは，大英博物館などに
しばしば足を運び，過去の文化遺産に対する様々な感慨
を抱いたが，ロンドン滞在の大きな目的の一つに無政府
主義者の領袖クロポトキン訪問があった。アメリカ留学
時代から有島はクロポトキンの人及び思想に敬意を抱
き，ぜひ訪問の機会を得たいと思っていたが，その望み
は遂に叶えられた6クロポトキンは予想以上に有島を厚
遇し，感激させだのである。その後のクロポトキンに対
する有島の敬愛は変らず，後の「宣言一つ」や農場解放
にも影響を与えたのではないかと思われる。かくてアッ
シジの聖フランシスの遺跡訪問と共に懸案は実現され，
5ケ月余に及ぶ稔り多いヨーロッパの旅は終ったのであ
る。
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